
都筑区自立支援協議会

令和4年度 代表者会議

グループホーム部会



グループホーム部会の目的

グループホーム入居者の地域生活を豊か
にするために情報共有や意見交換を行う

＊職員が孤立しないように法人を越えた横の繋がり、
顔の見える関係づくり

＊支援のノウハウの共有、職員のスキルアップ

＊グループホーム支援員の困りごとについても共有し、
一緒に考える



幹事

都筑区内のグループホーム ７７か所

・グリーンハイツ 三浦氏 ・フラムハルド 稲畑氏
・若人 吉岡氏 ・エルファーロ 荒木氏
・すぷーん 雨谷氏

事務局
・都筑区役所：堤氏
・都筑区基幹相談支援センター：齋藤、坂本

構成機関



グループホーム部会

これまでの取り組み

平成３０年 グループホーム職員が必要な地域情報の共有

令和元年 「地域生活について考えよう」

令和２年 コロナ禍でもつながり続けよう



終わりの見えないコロナ禍
未だ集まってお話することが難しい

つながり続けるために
できることは？

幹事会



初のオンラインで部会を開催

長引くコロナ禍、今どんな事に困ってる？

こんな事にチェレンジしてみたい！

お久しぶりです！！

『

他の法人の職員さと話出来て楽しかった！

今、感じていることをお話ししませんか？』



オンラインでの部会を終えて・・・

☛法人の枠を越えて、沢山お話し出来て楽しかった。

☛長引くコロナ禍、新たな悩み事も。次年度への取り組みに活かすぞ。

☛日々、支援の現場で悪戦苦闘。グループホーム職員同士悩みは

同じなんだ。

つながり続ける事の大切さを再認識



～ 今年度の取り組み ～

通常の部会開催のほか、もっと気楽に参加できる企画を検討中

他の部会との共催でより強い支援者間のつながりを作る

長引くコロナ禍で孤立感、閉塞感を抱えた支援者のフォローアップ


